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四
度
目
の
節
目
な
の
か
？

　

戦
後
わ
が
国
の
労
働
時
間
の
推
移
を
み
る

と
、
大
き
く
三
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
第
一
は
高
度
成
長
の
時
期
、
第
二

は
石
油
危
機
後
の
安
定
成
長
か
ら
八
三
年
の

週
四
〇
時
間
制
を
盛
り
込
ん
だ
改
正
労
働
基

準
法
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
時
期
、
第
三
が

バ
ブ
ル
崩
壊
を
は
さ
ん
で
戦
後
最
長
の
景
気

低
迷
と
な
っ
た
数
年
前
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。

そ
し
て
最
近
は
、
戦
後
最
長
の
景
気
回
復
が

続
く
な
か
、
労
働
時
間
は
横
ば
い
か
ら
、
微

増
に
局
面
が
移
り
つ
つ
あ
る
（
図
）。

　

厚
生
労
働
省
が
ま
と
め
た
二
〇
〇
六
年
の

毎
月
勤
労
統
計
調
査
（
規
模
五
人
以
上
の
約

三
万
三
〇
〇
〇
事
業
所
を
対
象
）
の
結
果
確

報
に
よ
る
と
、
昨
年
の
年
間
総
実
労
働
時
間

は
一
八
一
一
時
間
と
な
り
、
過
去
最
小
と
な

っ
た
〇
五
年
（
一
八
〇
二
時
間
）
よ
り
九
時

間
増
加
し
た
。
規
模
三
〇
人
以
上
（
一
九
八

九
年
以
前
は
主
に
規
模
三
〇
人
以
上
を
対

象
）
は
一
八
四
二
時
間
と
な
り
、
こ
ち
ら
も

過
去
最
少
の
前
年
（
一
八
二
九
時
間
）
を
一

三
時
間
上
回
っ
た
。

　

わ
が
国
の
労
働
時
間
を
長
期
ト
レ
ン
ド
で

み
る
と
、
前
述
の
よ
う
に
大
き
く
三
つ
の
時

期
に
区
分
さ
れ
る
が
、
昨
今
は
四
回
目
の
節

目
と
な
る
か
ど
う
か
の
分
岐
点
に
あ
る
と
み

ら
れ
る
。
平
均
的
な
労
働
時
間
は
高
度
経
済

成
長
以
降
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
短
縮
さ
れ
る
傾

向
で
推
移
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、

今
顕
在
化
し
て
い
る
新
た
な
課
題
は
、
労
働

者
一
人
平
均
の
総
実
労
働
時
間
は
ほ
ぼ
横
ば

い
な
い
し
微
増
で
推
移
し
て
い
る
も
の
の
、

労
働
時
間
別
の
労
働
者
の
分
布
を
み
る
と
、

長
時
間
労
働
者
と
短
時
間
労
働
者
が
と
も
に

増
加
す
る
一
方
で
、
そ
の
中
間
の
者
が
減
少

す
る
と
い
う
「
長
短
二
極
化
」
が
進
展
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
（
表
）。

　

こ
う
し
た
こ
と
が
、労
働
時
間
短
縮
＝「
時

短
」
と
い
う
労
働
者
全
体
を
対
象
に
し
た
直

接
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
な
く
、「
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
と
い
っ
た
ア
プ
ロ
ー

チ
が
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
背

景
の
ひ
と
つ
だ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

こ
に
い
た
る
戦
後
労
働
時
間
の
推
移
を
概
観

労働時間から
ワーク・ライフ・バランスを考える

第２特集

労働時間から
ワーク・ライフ・バランスを考える

　
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
が
政
府
、
労
使
な
ど
各

界
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。
ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス
は
企
業
活
動
の
活
性
化
と

い
う
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
就
業
参
加
、
少
子
化
抑
制
な
ど

の
観
点
か
ら
も
重
要
と
さ
れ
て
い
る
。
各
界
に
お
け
る「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」

の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、特
集
で
は
「
労
働
時
間
」

に
着
目
し
、企
業
で
の
取
り
組
み
事
例
な
ど
も
紹
介
し
な
が
ら
、そ
の
方
向
性
を
考
え
る
。

「
時
短
」
か
ら

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
へ

調査・解析部
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す
る
。

最
長
は
六
〇
年
の

年
間
二
四
二
六
時
間

　

終
戦
直
後
か
ら
し
ば
ら
く
労
働
時
間
は
増

加
傾
向
に
あ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
に
年
間
総

実
労
働
時
間
が
二
四
二
六
時
間
と
、
戦
後
最

長
を
記
録
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
高
度
成

長
期
の
約
一
五
年
間
に
、
年
間
の
労
働
時
間

は
約
三
五
〇
時
間
減
少
。
年
率
一
％
の
割
合

で
労
働
時
間
が
短
縮
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
間
、
時
短
が
す
す
ん
だ
の
は
、
お
も

に
週
休
二
日
制
度
が
普
及
し
た
た
め
だ
。
一

九
六
〇
年
の
出
勤
日
数
は
二
八
九
日
だ
っ
た

が
、
一
九
七
五
年
に
は
二
六
二
日
ま
で
、
ほ

ぼ
一
カ
月
近
く
（
二
七
日
）
減
っ
た
。
高
度

成
長
期
は
慢
性
的
な
人
手
不
足
で
、
と
く
に

新
規
学
卒
者
の
確
保
は
困
難
を
極
め
た
。
そ

の
た
め
、
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
の
観
点
か

ら
、
週
休
二
日
制
を
導
入
す
る
企
業
が
増
え

た
。
ま
た
、
所
得
が
増
え
た
こ
の
時
期
は
余

暇
志
向
が
強
ま
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、「
時

短
」
を
後
押
し
し
た
。

　

な
お
、
七
四
年
と
七
五
年
に
労
働
時
間
は

大
幅
に
短
縮
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
七
三
年

の
第
一
次
石
油
危
機
後
、
戦
後
初
め
て
経
済

が
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
陥
っ
た
影
響
で
、
所
定

外
労
働
が
激
減
。
一
時
帰
休
を
実
施
し
た
企

業
が
多
か
っ
た
こ
と
も
影
響
し
た
。

　

高
度
経
済
成
長
の
終
焉
と
と
も
に
、
七
〇

年
代
後
半
か
ら
は
、
経
済
成
長
率
が
低
下
、

雇
用
情
勢
も
悪
化
に
転
じ
た
。
こ
れ
に
と
も

な
い
、「
時
短
」
は
す
す
ま
な
く
な
り
、
二
一

〇
〇
時
間
程
度
で
推
移
す
る
時
期
が
長
く
続

く
。
所
定
内
労
働
時
間
は
若
干
減
少
し
た
も

の
の
、
所
定
外
労
働
時
間
は
増
え
た
。
こ
の

時
期
は
企
業
経
営
面
で
、
石
油
危
機
に
よ
る

景
気
後
退
と
経
済
の
先
行
き
不
透
明
感
を
背

景
に
、
大
企
業
を
中
心
に
減
量
経
営
が
定
着
。

景
気
・
生
産
が
回
復
し
て
か
ら
も
、
雇
用
を

増
や
さ
ず
、
残
業
な
ど
の
所
定
外
労
働
で
対

処
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
こ
と
が
原
因
と
い

え
る
。
こ
こ
は
昨
今
の
景
気
回
復
期
に
お
け

る
企
業
の
対
応
や
労
働
時
間
の
推
移
と
似
た

傾
向
を
み
せ
て
い
る
。

　

労
働
市
場
面
で
も
「
売
り
手
市
場
」
か
ら

「
買
い
手
市
場
」
と
な
り
、
採
用
を
有
利
に

す
る
た
め
に
「
時
短
」
を
す
す
め
る
と
い
う

誘
引
が
乏
し
く
な
っ
た
こ
と
も
原
因
の
ひ
と

つ
に
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
労
働
時
間
短
縮
の
長
期
的
な

動
向
を
み
る
と
、
労
働
力
需
給
が
逼
迫
す
る

と
き
に
「
時
短
」
が
す
す
み
、
労
働
力
需
給

が
緩
和
し
て
い
る
と
き
に
、「
時
短
」
が
す
す

ま
な
く
な
る
傾
向
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
し
、
第
三
期
の
バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら

長
期
景
気
低
迷
の
時
期
に
は
、
海
外
か
ら
の

「
外
圧
」
と
い
う
い
ま
ま
で
に
な
か
っ
た
要

素
も
加
わ
り
、
新
た
な
展
開
を
み
せ
る
。

政
策
目
標
と
し
て
の

一
八
〇
〇
時
間

　

長
く
停
滞
し
て
い
た
わ
が
国
の
労
働
時
間

を
再
び
短
縮
に
向
か
わ
せ
た
最
大
の
要
因
は

「
外
圧
」
だ
っ
た
。
わ
が
国
の
輸
出
主
導
型

図　労働者１人平均年間総実労働時間の推移（年度）

資料出所：労働省「毎月勤労統計調査」

　（注）１．事業所規模30人以上。
　　　２．数値は、年度平均月間値を12倍したもの。
　　　３．所定外労働時間は、総実労働時間から所定内労働時間を引いて求めた。
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総実労働時間

所定内労働時間

（30人以上事業所）

年度

常用労働者（パート含む） 一　般　労　働　者

総 実
労 働 時 間
（時間）

所 定 内
労 働 時 間
（時間）

所 定 外
労 働 時 間
（時間）

出 勤 日 数
（日）

総 実
労 働 時 間
（時間）

所 定 内
労 働 時 間
（時間）

所 定 外
労 働 時 間
（時間）

出 勤 日 数
（日）

1999年度 1,848 1,714 134 236 1,990 1,834 156 242

2000 1,854 1,714 140 236 1,999 1,835 164 242

  01 1,842 1,710 132 235 1,990 1,835 155 241

  02 1,841 1,702 139 235 2,000 1,836 164 241

  03 1,853 1,706 146 235 2,016 1,843 173 242

  04 1,834 1,685 149 234 2,015 1,836 179 241
  05 1,834 1,682 151 233 2,012 1,832 180 241

資料出所：厚生労働省「毎月勤労統計調査」

表　年間総実労働時間数および年間出勤日数
〔常用労働者（パート含む)、一般労働者、産業計〕
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の
経
済
成
長
が
貿
易
摩
擦
を
激
化
さ
せ
、
八

五
年
の
先
進
七
カ
国
蔵
相
会
議
（
Ｇ
７
）
で

円
高
・
ド
ル
安
政
策
が
導
入
さ
れ
る
な
ど
、

輸
出
市
場
に
お
け
る
日
本
企
業
の
「
一
人
勝

ち
」
に
対
す
る
風
圧
は
日
増
し
に
つ
よ
ま
っ

た
。
八
〇
年
代
半
ば
の
わ
が
国
の
失
業
率
は

先
進
国
中
最
低
の
二
％
台
に
と
ど
ま
る
一
方
、

米
国
が
七
％
台
、
英
、
仏
、
伊
に
至
っ
て
は

一
〇
％
超
の
高
失
業
率
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
た
め
、
当
時
各
国
か
ら
厳
し
い
批
判

の
矛
先
が
向
け
ら
れ
た
の
が
、
日
本
の
長
時

間
労
働
で
あ
る
。
長
時
間
労
働
を
行
っ
て
い

る
こ
と
が
ア
ン
フ
ェ
ア
な
競
争
条
件
で
あ
り
、

日
本
人
の
働
き
過
ぎ
が
貿
易
黒
字
と
各
国
の

失
業
を
生
ん
で
い
る
と
す
る
欧
米
諸
国
か
ら

の
「
外
圧
」
が
押
し
寄
せ
た
。
製
造
業
生
産

労
働
者
の
年
間
総
実
労
働
時
間
を
み
る
と
、

八
五
年
時
点
で
日
本
が
二
一
六
八
時
間
な
の

に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
一
九
二
四
時
間
、
イ
ギ

リ
ス
一
九
五
二
時
間
、
西
ド
イ
ツ
一
六
五
九

時
間
、
フ
ラ
ン
ス
一
六
四
三
時
間
で
、
日
本

は
欧
米
に
比
べ
年
間
二
〇
〇
〜
五
〇
〇
時
間

強
も
上
回
っ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
海
外
か
ら
の
批
判
と
、
国
際
環

境
の
変
化
に
対
応
し
、
内
需
主
導
に
よ
る
国

際
協
調
型
経
済
構
造
へ
の
転
換
に
向
け
て
、

「
欧
米
先
進
国
な
み
の
年
間
総
労
働
時
間
の

実
現
」
を
打
ち
出
し
た
の
が
首
相
の
私
的
諮

問
機
関
で
あ
る
「
国
際
協
調
の
た
め
の
経
済

構
造
調
整
研
究
会
」
の
報
告
書
、
い
わ
ゆ
る

「
前
川
レ
ポ
ー
ト
」
だ
っ
た
。
八
六
年
の
同

レ
ポ
ー
ト
に
続
い
て
、
翌
八
七
年
に
提
出
さ

れ
た
「
構
造
調
整
指
針
」（
新
・
前
川
レ
ポ
ー

ト
）
は
、
労
働
時
間
短
縮
を
内
需
拡
大
の
重

要
な
柱
と
位
置
づ
け
、「
中
長
期
に
わ
た
り
労

働
時
間
を
着
実
に
短
縮
し
、
わ
が
国
の
経
済

力
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
す
る
こ
と
が
、
国

民
生
活
向
上
の
必
須
の
要
件
で
あ
る
」
と
し
、

「
二
〇
〇
〇
年
に
向
け
て
で
き
る
だ
け
早
期

に
一
八
〇
〇
時
間
程
度
を
目
指
す
こ
と
が
必

要
」
と
指
摘
し
た
。

　

翌
年
五
月
、
こ
の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
経

済
計
画
「
世
界
と
と
も
に
生
き
る
日
本
」
が

閣
議
決
定
さ
れ
、
経
済
運
営
五
カ
年
計
画
に

も
「
九
二
年
度
中
に
一
八
〇
〇
時
間
」
の
目

標
が
明
記
さ
れ
た
。

　

年
間
一
八
〇
〇
時
間
達
成
の
た
め
に
必
要

な
対
応
策
と
し
て
同
計
画
で
は
、
①
完
全
週

休
二
日
制
の
実
施
②
年
次
有
給
休
暇
の
二
〇

日
付
与
・
取
得
③
所
定
外
労
働
時
間
年
間
一

四
七
時
間
へ
の
削
減―

―

を
あ
げ
て
い
た
。

し
か
し
、
所
定
内
労
働
時
間
削
減
と
完
全
週

休
二
日
制
の
実
現
に
は
、
労
働
基
準
法
の
改

正
は
不
可
欠
。
労
基
法
が
一
九
四
七
年
に
制

定
さ
れ
て
以
来
、
一
日
八
時
間
、
一
週
四
八

時
間
と
さ
れ
て
い
た
規
制
を
見
直
し
、
週
四

〇
時
間
制
へ
の
移
行
を
展
望
し
た
労
働
基
準

法
の
抜
本
改
正
も
動
き
出
す
。

　

八
六
年
に
中
央
労
働
基
準
審
議
会
が
「
目

標
と
し
て
の
週
四
〇
時
間
労
働
、
当
面
は
週

四
六
時
間
」
と
す
る
建
議
を
提
出
。
こ
れ
を

踏
ま
え
た
改
正
法
案
は
新
・
前
川
レ
ポ
ー
ト

を
は
じ
め
と
す
る
時
短
推
進
の
機
運
の
高
ま

り
を
追
い
風
に
、
八
七
年
秋
に
成
立
し
た
。

完
全
週
休
二
日
制
の
実
施
に
欠
か
せ
な
い
週

四
〇
時
間
制
の
導
入
は
本
則
に
明
記
さ
れ
た

も
の
の
、
経
営
側
の
反
対
が
強
か
っ
た
た
め
、

八
八
年
四
月
一
日
の
改
正
法
施
行
時
は
、
週

四
六
時
間
制
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

ま
た
、
改
正
法
に
よ
り
、
三
カ
月
単
位
の
変

形
労
働
時
間
制
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
な

ど
労
働
時
間
を
弾
力
化
さ
せ
る
制
度
も
初
め

て
導
入
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
は
政
令
の
改
正
に
よ
っ
て
一
週
あ

た
り
の
法
定
労
働
時
間
は
段
階
的
に
短
縮
さ

れ
、
九
一
年
四
月
〜
九
三
年
三
月
の
週
四
四

時
間
を
経
て
、
中
小
企
業
な
ど
を
除
き
、
九

四
年
か
ら
は
週
四
〇
時
間
制
へ
移
行
。
中
小

企
業
や
一
部
の
業
種
に
つ
い
て
は
、
猶
予
措

置
が
と
ら
れ
た
も
の
の
、
九
七
年
四
月
一
日

以
降
は
全
面
的
に
週
四
〇
時
間
制
に
移
行
し

た
（
注
）。

バ
ブ
ル
崩
壊
で
労
働
時
間
が

減
少
へ

　

こ
の
よ
う
に
法
整
備
が
進
み
、
さ
ら
に
国

を
あ
げ
て
の
「
一
八
〇
〇
時
間
実
現
」
と
い

う
目
標
も
あ
り
、「
時
短
」
は
こ
の
時
期
、
国

民
的
課
題
と
な
っ
た
。
労
働
組
合
も
取
り
組

み
を
強
め
、
八
九
年
に
は
鉄
鋼
、
自
動
車
、

電
力
な
ど
で
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
を
実
現

し
た
。し
か
し
、バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
が
、「
時

短
」
の
熱
気
を
奪
っ
て
い
く
。「
失
わ
れ
た

一
〇
年
」
と
呼
ば
れ
る
長
期
的
な
景
気
低
迷

が
つ
づ
い
た
こ
と
で
、
企
業
業
績
の
悪
化
と

と
も
に
、
企
業
労
使
の
努
力
と
は
関
係
な
く
、

労
働
時
間
が
減
少
に
転
じ
て
い
っ
た
か
ら
だ
。

八
八
年
に
年
間
二
一
〇
〇
時
間
程
度
あ
っ
た

年
間
総
実
労
働
時
間
は
九
二
年
に
は
二
〇
〇

〇
時
間
台
を
切
り
、
九
八
年
に
は
一
八
〇
〇

時
間
台
に
突
入
、
最
近
は
一
八
〇
〇
時
間
台

の
前
半
で
推
移
し
て
い
る
。

　

見
か
け
上
は
一
八
〇
〇
時
間
台
達
成
の
政

府
目
標
に
届
い
た
と
い
え
る
が
、
平
均
数
値

を
押
し
下
げ
た
大
き
な
要
因
は
こ
の
間
、
パ

ー
ト
な
ど
労
働
時
間
の
短
い
非
正
規
雇
用
が

増
え
た
こ
と
だ
。
一
方
、
冒
頭
で
触
れ
た
よ

う
に
、
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
、
特
に
三
〇
、

四
〇
代
の
働
き
盛
り
の
長
時
間
労
働
が
常
態

化
す
る
二
極
化
が
進
ん
だ
。

　

二
〇
年
前
は
「
生
活
」
に
ゆ
と
り
・
豊
か

さ
を
も
た
ら
す
た
め
に
、「
時
短
」
を
進
め
る

こ
と
が
国
民
的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
っ
た
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
最
近
は
「
働
き
方
」
を
見
直
す
た
め

の
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
の
推

進
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
移
っ
た
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

と
は
い
え
、
労
働
時
間
を
め
ぐ
る
現
状
を

み
る
と
、
休
日
に
つ
い
て
は
、
週
休
二
日
制

等
の
普
及
率
は
横
ば
い
で
推
移
し
て
お
り
、

年
次
有
給
休
暇
に
つ
い
て
も
、
取
得
日
数
の

減
少
と
取
得
率
の
低
下
が
続
い
て
い
る
。
こ

の
点
は
二
〇
年
前
に
、
わ
が
国
の
時
短
が
遅

れ
て
い
る
二
大
原
因
と
さ
れ
た
、
出
勤
日
数

の
多
さ
と
年
休
取
得
日
数
の
少
な
さ
と
い
う

問
題
が
解
決
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す

る
。
さ
ら
に
、
景
気
回
復
の
薄
日
が
差
し
始

め
て
か
ら
は
、
不
払
い
残
業
問
題
も
顕
在
化

し
て
き
た
。
所
定
外
労
働
の
抑
制
の
た
め
に

「
残
業
規
制
」
は
欠
か
せ
ず
、
こ
う
し
た
面

で
は
、
従
来
の
「
時
短
」
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー

チ
の
有
効
性
は
失
わ
れ
て
い
な
い
と
も
い
え

る
。　

　

し
か
し
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
Ｉ
Ｔ

の
進
展
な
ど
を
背
景
に
、
働
く
環
境
は
こ
の

二
〇
年
で
激
変
し
た
。
ま
た
、
長
時
間
労
働
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ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
め
ぐ
っ

て
、
政
府
か
ら
の
提
言
が
相
次
い
で
い
る
。

経
済
財
政
諮
問
会
議
の
労
働
市
場
改
革
専
門

調
査
会
は
四
月
六
日
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
憲
章
の
策
定
な
ど
を
提
言
す
る

「
第
一
次
報
告
」
を
公
表
。
内
閣
府
の
男
女

共
同
参
画
会
議
・
仕
事
と
生
活
の
調
和
に
関

す
る
専
門
調
査
会
も
五
月
二
四
日
、『
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
』
推
進
の
基
本
的

方
向
」
と
題
す
る
中
間
報
告
を
発
表
し
た
。

　

ま
た
、
総
合
的
な
少
子
化
対
策
を
官
邸
主

導
で
進
め
る
た
め
、
今
年
二
月
に
設
置
さ
れ

た
「『
子
ど
も
と
家
族
を
応
援
す
る
日
本
』

重
点
戦
略
検
討
会
議
」
で
も
六
月
一
日
に
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
向
け
て
「
働

き
方
改
革
」
が
重
要
な
ど
と
す
る
、
中
間
報

告
「
重
点
戦
略
策
定
に
向
け
て
の
基
本
的
考

え
方
」
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
報
告
や
提
言
を
踏
ま
え
、

政
府
は
六
月
一
九
日
、「
経
済
財
政
改
革
の
基

本
方
針
二
〇
〇
七
」（
い
わ
ゆ
る
骨
太
方
針
）

を
閣
議
決
定
し
た
。
方
針
で
は
、「
少
子
化
対

策
」
と
、
複
線
型
で
フ
ェ
ア
な
働
き
方
に
向

け
た
「
労
働
市
場
改
革
」
の
二
つ
の
項
の
中

で
、「
働
き
方
改
革
に
よ
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
実
現
」
を
強
調
し
て
い
る
。

　

な
お
、
長
時
間
労
働
を
是
正
す
る
観
点
か

ら
、
一
定
以
上
の
時
間
外
労
働
に
対
す
る
割

増
率
の
ア
ッ
プ
を
盛
り
込
ん
だ
労
働
基
準
法

の
改
正
案
は
、
通
常
国
会
で
は
成
立
せ
ず
、

継
続
審
議
と
な
っ
た
。
月
間
四
五
時
間
以
下

の
残
業
の
場
合
は
、
現
行
ど
お
り
二
五
％
以

上
の
割
増
率
だ
か
、
月
間
四
五
時
間
を
超
え

て
八
〇
時
間
以
下
の
場
合
は
そ
れ
以
上
の
割

増
率
を
労
使
で
設
定
（
努
力
義
務
）、
さ
ら

に
月
間
八
〇
時
間
を
超
え
る
残
業
に
は
、
一

律
五
〇
％
以
上
の
割
増
率
を
適
用
（
大
企
業

の
み
、
中
小
企
業
は
猶
予
）
す
る
と
い
っ
た

内
容
だ
っ
た
。

　

政
府
の
少
子
化
対
策
は
こ
れ
ま
で
、
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
は
じ
ま
り
、
男
女
の
育

児
休
業
取
得
な
ど
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支

援
、
そ
し
て
働
き
方
の
見
直
し
を
含
む
仕
事

と
生
活
の
調
和
へ
と
、
徐
々
に
そ
の
範
囲
を

拡
げ
て
き
た
（
図
）。
現
在
は
〇
九
年
度
ま

で
の
計
画
で
、「
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
プ
ラ

ン
」
が
進
行
中
だ
。
政
府
が
こ
の
ほ
ど
骨
太

方
針
で
打
ち
出
し
た
施
策
は
、
同
プ
ラ
ン
を

軸
に
さ
ら
に
社
会
的
な
気
運
を
盛
り
上
げ
る

こ
と
で
、
働
き
方
改
革
を
加
速
さ
せ
少
子
化

傾
向
の
反
転
に
つ
な
げ
た
い
狙
い
が
あ
る
。

政
府
の
少
子
化
対
策
は
今
後
、
ど
の
よ
う
な

方
向
へ
進
も
う
と
し
て
い
る
の
か
、
最
近
の

経
過
を
ま
と
め
た
。

労
働
市
場
改
革
調
査
会
・
第
一
次
報
告

一
〇
年
後
の
労
働
市
場
の
数
値
目
標
を
明
示

　

経
済
財
政
諮
問
会
議
の
労
働
市
場
改
革
専

門
調
査
会
が
ま
と
め
た
第
一
次
報
告
は
、
現

在
の
雇
用
シ
ス
テ
ム
が
抱
え
る
問
題
を
「
正

規
・
非
正
規
」「
性
別
」「（
転
勤
や
長
時
間
残

業
等
を
伴
う
）
働
き
方
」「
年
齢
」「
国
境
」「
官

民
」―

―

と
い
う
六
つ
の
「
壁
」
と
し
て
整

理
。
こ
れ
ら
が
、
労
働
生
産
性
の
低
下
や
少

子
化
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
、
労
働

参
加
率
の
抑
制
や
労
働
需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

の
拡
大―

―

な
ど
を
招
い
て
い
る
と
し
て
、

そ
の
克
服
に
向
け
た
労
働
市
場
改
革
の
方
向

性
を
提
起
し
た
。

　

ま
ず
、
一
〇
年
後
の
実
現
を
め
ざ
す
べ
き

労
働
市
場
の
あ
り
方
と
し
て
、
①
生
涯
を
通

じ
て
多
様
な
働
き
方
を
選
択
可
能
に
②
外
部

労
働
市
場
が
整
備
さ
れ
、
合
理
的
根
拠
の
な

い
賃
金
差
を
解
消
③
多
様
な
働
き
方
に
対
し

て
横
断
的
に
適
用
す
る
共
通
原
則
を
確
立
④

税
制
・
社
会
保
障
制
度
が
働
き
方
に
中
立
的

に
⑤
職
業
紹
介
や
職
業
訓
練
を
充
実
⑥
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
就
労
機
会
促
進
型
に
⑦

労
働
条
件
に
高
い
透
明
性
⑧
国
と
地
方
の
間

が
連
携―

―

す
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
。

　

そ
の
た
め
の
数
値
目
標
を
、
例
え
ば
①
若

年
の
就
業
率
を
一
五
〜
三
四
歳
層
の
男
性
に

つ
い
て
は
四
％
（
八
九
↓
九
三
％
へ
）、
一

五
〜
三
四
歳
層
の
未
婚
女
性
に
つ
い
て
は
三

に
起
因
す
る
メ
ン
タ
ル
へ
ル
ス
不
全
者
も
増

加
す
る
な
ど
、
労
働
時
間
の
問
題
は
、
質
的

に
変
化
し
て
き
て
い
る
。
加
え
て
、
生
産
年

齢
人
口
や
労
働
生
産
性
の
低
下
と
い
う
少

子
・
高
齢
化
を
背
景
に
し
た
課
題
に
対
し
て

は
、
従
来
の
働
き
方
の
抜
本
的
な
見
直
し
は

欠
か
せ
な
い
。

　

こ
う
し
た
動
向
を
踏
ま
る
と
、
労
働
時
間

問
題
は
、
職
場
に
働
く
労
働
者
全
員
を
「
一

斉
」
に
「
時
短
」
す
る
と
い
う
二
〇
年
前
の

ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
、「
働
き
方
の
見
直
し
」
を

軸
に
、「
働
き
方
の
多
様
性
」
を
視
野
に
入
れ

て
、仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図
る
「
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス
」
に
移
行
し
つ
つ
あ
る

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
注
〕

　

四
〇
時
間
制
へ
の
実
施
時
期
を
猶
予
す
る
措
置
と
し
て

は
こ
の
ほ
か
、
九
三
年
四
月
改
正
時
に
、
①
特
定
の
中
小

企
業
等
へ
の
猶
予
措
置
に
つ
い
て
週
四
四
時
間
を
限
度
と

し
て
引
き
続
き
九
六
年
度
末
ま
で
認
め
る
②
従
業
員
一
〇

人
未
満
の
一
定
の
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
つ
い
て
の
労
働

時
間
の
特
例
（
週
四
八
時
間
）
を
週
四
六
時
間
に
短
縮
す

る
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。 

　【
参
考
文
献
】

　
『
労
働
時
間
白
書―

労
働
時
間
短
縮
の
現
状
と
課
題
』

（
一
九
九
一
年
、
労
働
省
労
働
基
準
局
賃
金
時
幹
部
労
働

時
間
課
編
著
、
日
本
労
働
研
究
機
構
）

（
調
査
・
解
析
部
主
任
調
査
員　

荻
野
登
）

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に

向
け
て
「
働
き
方
改
革
」
を
重
点
に

政府の動向



第２特集―労働時間からワーク・ライフ・バランスを考える

Business Labor Trend 2007.8

26

％
（
八
五
↓
八
八
％
へ
）
引
き
上
げ
る
②
女

性
の
就
業
率
を
二
五
〜
四
四
歳
層
の
既
婚
女

性
に
つ
い
て
は
一
四
％（
五
七
↓
七
一
％
へ
）

引
き
上
げ
る
③
高
齢
者
の
就
業
率
を
六
〇
〜

六
四
歳
層
に
つ
い
て
は
一
三
％
（
五
三
↓
六

六
％
へ
）、
六
五
〜
六
九
歳
に
つ
い
て
は
一

二
％
（
三
五
↓
四
七
％
へ
）
引
き
上
げ
る
④

労
働
時
間
に
つ
い
て
は
、
完
全
週
休
二
日
制

の
一
〇
〇
％
実
施
、
年
次
有
給
休
暇
の
一
〇

〇
％
取
得
、
残
業
時
間
の
半
減
を
通
じ
て
フ

ル
タ
イ
ム
労
働
者
の
年
間
実
労
働
時
間
を
一

割
短
縮
す
る―

―

な
ど
と
設
定
し
て
い
る
。

年
休
、
残
業
削
減
等
で
一
割
時
短
へ

　

こ
の
う
ち
④
の
時
短
に
つ
い
て
は
、
パ
ー

ト
を
含
む
労
働
者
の
年
間
実
労
働
時
間
は
、

〇
六
年
現
在
で
一
八

一
一
時
間
だ
が
、
フ

ル
タ
イ
ム
だ
け
を
み

る
と
二
〇
四
一
時
間

と
長
く
、
と
く
に
長

時
間
労
働
は
、
必
ず

し
も
賃
金
の
高
く
な

い
男
性
三
五
〜
三
九

歳
層
に
偏
っ
て
い
る

と
指
摘
。
そ
の
う
え

で
、
す
べ
て
（
〇
六

年
現
在
の
導
入
企
業

は
三
九
・
六
％
）
の

企
業
で
完
全
週
休
二

日
制
の
実
施
を
め
ざ

す
と
と
も
に
、
年
次

有
給
休
暇
の
取
得
率

（
同
四
七
・
一
％
）

を
、
欧
米
先
進
国
並

み
の
一
〇
〇
％
（
こ

れ
に
よ
り
年
間
休
日

数
も
〇
六
年
の
約
一

一
八
日
↓
欧
米
主
要

国
平
均
の
約
一
三
七

日
水
準
へ
）
に
引
き

上
げ
、
さ
ら
に
残
業

時
間
に
つ
い
て
も
半

減
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
と
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
こ
う
し
た

目
標
が
達
成
さ
れ
れ
ば
、
フ
ル
タ
イ
ム
労
働

者
の
一
〇
年
後
の
年
間
実
労
働
時
間
は
、
約

一
割
（
約
二
三
〇
時
間
）
短
縮
さ
れ
、
約
一

八
一
〇
時
間
に
な
る
と
し
て
着
実
な
時
短
に

向
け
た
取
り
組
み
を
訴
え
て
い
る
。

男
女
共
同
参
画
会
議
調
査
会
・
中
間
報
告

Ｗ
Ｌ
Ｂ
社
会
実
現
度
指
標
の
開
発
を

　

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
会
議
の
「
仕
事
と

生
活
の
調
和
に
関
す
る
専
門
調
査
会
」
が
ま

と
め
た
中
間
報
告
は
、
ま
ず
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
意
味
合
い
を
「
老
若
男
女

誰
も
が
仕
事
、
家
庭
生
活
、
地
域
生
活
、
個

人
の
自
己
啓
発
等
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
つ
い

て
、
自
ら
希
望
す
る
バ
ラ
ン
ス
で
展
開
で
き

る
状
態
」
と
定
義
。
そ
の
う
え
で
、ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
は
、「
仕
事
の
充

実
と
仕
事
以
外
の
生
活
の
充
実
の
好
循
環
」

を
も
た
ら
し
、「
多
様
性
に
富
ん
だ
活
力
あ
る

社
会
を
創
出
す
る
基
盤
」
に
な
る
た
め
、
企

業
・
組
織
も
単
な
る
コ
ス
ト
と
し
て
で
は
な

く
、
い
わ
ば
「
明
日
へ
の
投
資
」
と
し
て
経

営
戦
略
の
柱
の
一
つ
に
位
置
づ
け
る
べ
き
だ

と
主
張
し
て
い
る
。

　

報
告
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
方
向
性
と
し

て
、
戦
略
を
四
つ
あ
げ
た
。
一
つ
は
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
意
義
・
重
要
性

に
つ
い
て
社
会
の
共
通
理
解
を
醸
成
す
る
た

め
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」や「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
社
会
の
実
現
度
指
標
」
を
つ
く
る
こ
と
。

　

二
つ
め
は
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
取
り
組
み
を
と
く
に
企
業
・
組
織
で
加
速

す
る
た
め
、
成
果
を
あ
げ
た
企
業
・
組
織
の

「
顕
彰
」
や
「
自
己
診
断
指
標
」
な
ど
を
設

け
る
こ
と
。

　

三
つ
め
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
に
係
る
個
人
の
多
様
な
選
択
が
可
能
に
な

る
よ
う
、
啓
発
的
な
情
報
提
供
や
地
域
活
動

へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
、多
様
な
両
立
支
援
・

再
就
職
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
な
ど
を
行
う

こ
と
。　

　

四
つ
め
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
業
務
の

効
率
化
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
等
、ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
関
連
す
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。

企
業
・
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
も
重
要

　

報
告
は
こ
の
ほ
か
、
企
業
・
組
織
で
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
効
果
的
に
進
め

る
に
あ
た
っ
て
の
、
実
践
的
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ

い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
取
り
組
ん

で
い
る
先
進
企
業
は
、
単
に
制
度
を
導
入
す

る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
十
分
に
機
能
さ

せ
る
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
を
進
め
て

い
る
。
そ
れ
は
、
時
間
管
理
、
人
材
活
用
、
組

織
の
あ
り
方―

―

の
三
つ
の
側
面
か
ら
な
る
。

　

時
間
管
理
改
革
と
は
、
例
え
ば
仕
事
の
内

容
や
進
め
方
を
見
直
し
た
り
、
仕
事
が
生
み

出
す
価
値
に
評
価
を
転
換
す
る
な
ど
、
限
ら

れ
た
時
間
資
源
の
中
で
最
大
限
の
付
加
価
値

を
生
み
出
す
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
変
え
る
こ
と
。

ま
た
、
人
材
活
用
改
革
は
、
例
え
ば
複
数
の

仕
事
を
こ
な
せ
る
多
能
工
的
な
人
材
の
育
成

や
、
休
業
者
の
代
わ
り
を
若
手
に
任
せ
て
能

力
向
上
を
図
る
な
ど
、
多
様
な
人
材
の
意
欲

と
能
力
を
最
大
限
引
き
出
す
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
変
え
て
い
く
こ
と
を
さ
す
。

　

一
方
、組
織
の
あ
り
方
改
革
は
、例
え
ば
仕

事
や
人
の
配
分
が
合
理
的
か
ど
う
か
を
見
直

し
、
多
様
な
人
材
の
時
間
的
な
制
約
や
希
望

に
応
じ
ら
れ
る
、
柔
軟
な
組
織
へ
と
変
え
る

こ
と
を
さ
す
。報
告
は
、こ
う
し
た
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
改
革
を
行
う
に
は
、
経
営
者
が
リ
ー
ダ

少子化及び子育てと仕事の両立をめぐる政府のこれまでの取り組み経緯
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ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
管
理
職
や
従
業
員

に
働
き
か
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
し
て
い
る
。

子
ど
も
と
家
族
重
点
戦
略
会
議
・
中
間
報
告

憲
章
と
行
動
指
針
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で

　
「
子
ど
も
と
家
族
を
応
援
す
る
日
本
」
重

点
戦
略
検
討
会
議
は
、
安
倍
首
相
の
肝
入
り

で
今
年
二
月
に
設
置
さ
れ
た
も
の
。
内
閣
府

特
命
担
当
相
を
は
じ
め
、
財
務
相
、
文
科
相
、

厚
労
相
、
経
産
相―

―

な
ど
で
つ
く
る
同
会

議
と
、
そ
の
下
の
「
基
本
戦
略
」「
働
き
方
改

革
」「
地
域
・
家
族
の
再
生
」「
点
検
・
評
価
」

―
―

の
四
分
科
会
で
構
成
。
報
告
も
同
じ
柱

立
て
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

報
告
は
ま
ず
、
二
〇
五
五
年
に
は
合
計
特

殊
出
生
率
が
一
・
二
六
で
、
一
年
間
に
生
ま

れ
る
子
ど
も
の
数
は
五
〇
万
人
以
下
、
人
口

は
九
〇
〇
〇
万
人
を
下
回
り
、
六
五
歳
以
上

の
高
齢
者
が
四
割
を
占
め
る―

―

と
い
っ
た

将
来
像
を
描
き
出
す
。そ
し
て
、急
速
な
少
子

化
の
進
行
に
歯
止
め
を
か
け
な
け
れ
ば
、
社

会
経
済
や
世
帯
の
状
況
、
地
域
社
会
の
姿
等

に
も
大
き
な
影
響
が
及
ぶ
と
警
告
し
て
い
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
二
〇
三
〇
年
以
降
に
新
た

に
労
働
力
化
す
る
若
者
は
、
こ
れ
か
ら
生
ま

れ
る
子
ど
も
に
ほ
か
な
ら
ず
、
政
策
努
力
で

変
え
ら
れ
る
余
地
の
あ
る
問
題
だ
と
指
摘
。

そ
の
た
め
こ
れ
か
ら
は
、
労
働
力
化
す
る
世

代
の
人
口
が
現
時
点
で
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る

二
〇
三
〇
年
に
向
け
、「
若
者
、
女
性
、
高
齢

者
等
の
就
業
参
加
促
進
を
図
り
労
働
力
人
口

減
少
を
緩
和
す
る
」
戦
略
と
と
も
に
、
二
〇

三
〇
年
以
降
を
射
程
に
入
れ
た
「
国
民
の
希

望
す
る
結
婚
や
出
産
・
子
育
て
の
実
現
に
よ

り
少
子
化
の
流
れ
を
変
え
る
」
戦
略
を
、
同

時
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
そ
う
し
た
戦
略
で
克
服
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
就
業
継
続
希
望
と
結

婚
・
出
産
・
育
児
の
希
望
の
二
者
択
一
を
迫

ら
れ
る
構
造
」
と
「
多
様
な
働
き
方
の
選
択

が
で
き
な
い
こ
と
や
非
正
規
労
働
者
の
増
大
、

長
時
間
労
働
な
ど
、
国
民
一
人
ひ
と
り
に
と

っ
て
自
身
の
望
む
生
き
方
の
実
現
を
困
難
に

す
る
働
き
方
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
」

だ
と
主
張
。
そ
の
克
服
に
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
＝
個
人
が
仕
事
上
の
責

任
を
果
た
し
つ
つ
、
結
婚
や
育
児
を
は
じ
め

と
す
る
家
族
形
成
の
ほ
か
、
介
護
や
キ
ャ
リ

ア
形
成
、地
域
活
動
へ
の
参
加
等
、個
人
や
多

様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
家
族
が
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
希
望
を
実
現
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
）
が
重
要
だ
と
し
て
、
企
業
と

労
働
者
が
双
方
協
調
し
、「
働
き
方
改
革
」
を

進
め
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ
と
し
て
い
る
。

「
働
き
方
改
革
」
に
向
け
た
気
運
の
醸
成
を

　
「
働
き
方
改
革
」
の
方
向
性
と
し
て
は
、

次
の
四
点
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
と
し
て
い
る
。

一
点
目
は
、
若
年
者
が
安
心
し
て
結
婚
し
、

家
族
形
成
で
き
る
よ
う
、
就
業
に
よ
る
経
済

的
自
立
を
可
能
に
す
る
こ
と
。
政
府
の
支
援

施
策
と
し
て
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
等
の
推
進
、

ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
な
ど
フ
リ
ー
タ
ー
等
の
常

用
就
職
支
援
、
フ
リ
ー
タ
ー
等
非
正
規
労
働

者
を
正
規
労
働
者
に
転
換
す
る
制
度
の
導
入

に
対
す
る
支
援
、
い
わ
ゆ
る
均
衡
待
遇
の
あ

り
方
の
検
討―

―

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
と
し

て
い
る
。

　

二
点
目
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
コ
ン
フ

リ
ク
ト
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図
る
希
望

を
満
た
せ
な
い
と
い
う
労
働
者
の
葛
藤
）
の

解
消
に
向
け
て
、
労
使
が
率
先
し
て
自
主
的

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
支
援
施

策
に
は
、
①
長
時
間
労
働
の
抑
制
や
年
次
有

給
休
暇
の
取
得
促
進
等
の
支
援
②
短
時
間
勤

務
制
度
や
テ
レ
ワ
ー
ク
等
柔
軟
な
働
き
方
の

環
境
整
備
と
普
及
促
進
③
労
働
者
が
生
涯
に

わ
た
り
自
律
的
に
キ
ャ
リ
ア
形
成
で
き
る
よ

う
な
社
会
的
な
支
援
体
制
づ
く
り―

―

な
ど

を
あ
げ
た
。

　

ま
た
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に

積
極
的
な
企
業
に
対
し
、
社
会
的
な
評
価
を

付
与
す
る
仕
組
み
を
普
及
さ
せ
る
と
と
も
に
、

中
小
企
業
も
含
め
て
自
主
的
に
取
り
組
む
企

業
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
、
同
評
価

に
考
慮
し
た
入
札
参
加
制
度
を
推
進
す
る
こ

と
な
ど
も
例
示
し
た
。
さ
ら
に
、
社
会
全
体

で
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
気
運
を
盛

り
上
げ
る
た
め
、政
労
使
等
に
よ
る
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
会
議
の
開
催
や
、

職
場
の
意
識
改
革
を
促
す
国
民
運
動
な
ど
も

考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

　

三
点
目
の
、
地
域
特
有
の
ニ
ー
ズ
を
活
か

し
た
「
働
き
方
改
革
」
に
関
し
て
は
、
国
や

地
方
自
治
体
の
資
源
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
す
る
こ
と
も
重
要
だ
と
指
摘
し
た
。
そ
の

た
め
の
支
援
施
策
に
は
、
地
域
の
労
使
団
体

を
中
心
に
国
・
地
方
自
治
体
を
加
え
た
推
進

体
制
を
整
備
し
た
う
え
で
、
地
域
で
社
会
奉

仕
活
動
を
行
う
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
へ
の
働
き

か
け
を
通
じ
、
中
小
企
業
経
営
者
に
も
動
機

づ
け
を
行
う
こ
と
な
ど
を
あ
げ
た
。

　

さ
ら
に
四
点
目
で
は
、
企
業
や
労
働
者
の

努
力
に
よ
り
働
き
方
改
革
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
こ
れ
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
社
会
的
条

件
の
整
備
も
必
要
だ
と
提
起
し
た
。
支
援
施

策
と
し
て
は
、
①
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
、

事
業
主
に
対
す
る
支
援
②
企
業
間
で
計
画
的

な
発
注
・
納
期
を
促
進
す
る
な
ど
、
消
費
者

も
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
労
働
者
の
働
き
方

に
配
慮
す
る
社
会
的
気
運
の
醸
成
③
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
コ
ン
フ
リ
ク
ト
の
解
消
に
つ

な
が
る
働
き
方
の
選
択
が
で
き
る
よ
う
な

税
・
社
会
保
障
制
度
の
あ
り
方
の
検
討―

―

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

〇
七
骨
太
方
針
「
美
し
い
国
へ
の
シ
ナ
リ
オ
」

引
き
続
き
労
働
市
場
改
革
に
つ
い
て
検
討

　

こ
う
し
た
一
連
の
提
言
を
踏
ま
え
て
、
政

府
が
六
月
一
九
日
に
閣
議
決
定
し
た
「
経
済

財
政
改
革
の
基
本
方
針
二
〇
〇
七
〜
『
美
し

い
国
』
へ
の
シ
ナ
リ
オ
」
で
は
、
労
働
市
場

改
革
と
少
子
化
対
策
の
二
つ
の
項
で
、「
働
き

方
改
革
に
よ
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
実
現
」
を
掲
げ
た
。

　

ま
ず
、
労
働
市
場
改
革
の
項
で
は
、
取
り

組
み
の
第
一
弾
と
し
て
〇
七
年
内
を
メ
ド
に
、

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
憲
章
」
と

「
働
き
方
を
変
え
る
、
日
本
を
変
え
る
行
動

指
針
」
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き

労
働
市
場
改
革
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
こ

と
を
盛
り
込
ん
だ
。
憲
章
や
行
動
指
針
に
は
、

就
業
率
の
向
上
や
労
働
時
間
短
縮
等
の
数
値

目
標
の
ほ
か
、
①
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
社
会
の
実
現
度
を
把
握
す
る
た
め
の
指

標
の
あ
り
方
②
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
実
現
に
向
け
た
支
援
施
策
③
制
度
改
革

等
に
関
す
る
政
府
の
横
断
的
な
政
策
方
針
④

経
済
界
・
労
働
界
を
含
む
国
民
運
動
の
推
進

に
向
け
た
取
り
組
み
方
針―

―

な
ど
を
含
め

る
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
少
子
化
対
策
の
観
点
か
ら
は
、「
子

ど
も
と
家
族
を
応
援
す
る
日
本
」
重
点
戦
略

検
討
会
議
の
中
間
報
告
の
考
え
方
に
基
づ
い

て
、
〇
七
年
内
に
重
点
戦
略
の
全
体
像
を
ま

と
め
て
取
り
組
み
を
強
化
す
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
方
向
性
と
し
て
は
、
憲
章
と
行
動
指
針

の
策
定
に
よ
り
、
社
会
全
体
で
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
す
る
気
運
を
盛
り

上
げ
る
ほ
か
、
育
児
休
業
か
ら
保
育
へ
と
切

れ
目
の
な
い
次
世
代
育
成
支
援
を
提
供
す
る
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た
め
の
包
括
的
な
制
度
フ
レ
ー
ム
の
構
築
を

進
め
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
〇
四
年
一
二

月
に
策
定
し
た
「
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
プ

ラ
ン
」
の
数
値
目
標
も
見
直
し
つ
つ
着
実
に

遂
行
す
る
ほ
か
、
有
効
な
少
子
化
対
策
の
実

施
に
向
け
て
、
一
定
規
模
の
財
政
投
入
も
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
施
策
に
新

た
な
展
開
が
出
始
め
る
な
か
、
政
府
の
動
向

に
今
後
も
注
目
が
集
ま
り
そ
う
だ
。

（
調
査
・
解
析
部　

渡
辺
木
綿
子
）

　

仕
事
と
と
も
に
自
分
の
生
活
も
大
事
に
し

た
い
と
考
え
る
人
が
増
え
て
い
る
。
社
会
経

済
生
産
性
本
部
の
「
平
成
一
九
年
度
新
入
社

員
の
『
働
く
こ
と
の
意
識
』
調
査
結
果
」
で

は
、
仕
事
と
生
活
の
両
立
を
重
視
す
る
新
入

社
員
が
大
多
数
（
七
九
・
八
％
）
を
占
め
、

日
本
能
率
協
会
が
ま
と
め
た
新
入
社
員
の
意

識
調
査
（
二
〇
〇
七
年
度
）
で
も
、
仕
事
と

生
活
の
バ
ラ
ン
ス
の
比
重
を「
対
等
に
す
る
」

と
考
え
る
人
が
四
三
・
四
％
で
一
番
多
い
。

国
立
女
性
教
育
会
館
の
「
家
庭
教
育
に
関
す

る
国
際
比
較
調
査
（
〇
四
、
〇
五
年
度
）」

を
み
て
も
、
一
二
歳
以
下
の
子
ど
も
を
持
つ

父
親
の
約
四
割
が
子
育
て
上
で
の
悩
み
に

「
子
ど
も
と
接
す
る
時
間
が
短
い
」
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
調
査
結
果
を
み
る
限
り
、
働
く
人

が
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図
る
た
め
の
施
策

を
強
く
求
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
だ
が
、

実
際
の
と
こ
ろ
は
、
働
き
盛
り
層
の
男
性
の

長
時
間
労
働
が
進
む
な
ど
、
理
想
と
現
実
の

狭
間
で
過
重
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人
が

少
な
く
な
い
よ
う
だ
。

進
ま
な
い
労
組
の
時
短
の
取
り
組
み

　

で
は
、
こ
う
し
た
現
状
に
労
働
組
合
は
ど

う
向
き
合
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
連
合
資
料

に
よ
れ
ば
、
男
性
正
社
員
が
多
い
連
合
組
合

員
の
年
間
総
実
労
働
時
間
は
二
〇
〇
三
年
以

降
二
〇
〇
〇
時
間
を
上
回
り
続
け
、
〇
五
年

は
二
〇
一
九
時
間
に
の
ぼ
っ
た
。
連
合
は
〇

一
年
か
ら
五
年
間
、「
中
期
時
短
方
針
」
を
掲

げ
て
時
間
外
労
働
の
削
減
や
有
給
休
暇
の
取

得
増
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、「
経
済
不

況
や
雇
用
維
持
の
た
め
に
後
退
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
状
況
も
あ
っ
て
」
こ
の
間
の
取
り
組

み
は
ほ
と
ん
ど
進
展
を
見
な
か
っ
た
。

　

〇
七
年
春
闘
で
も
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
長
時
間
労
働

の
削
減
に
よ
る
働
き
方
の
改
善
を
主
張
。
労

働
時
間
管
理
の
協
定
化
と
三
六
協
定
の
総
点

検
運
動
を
行
う
と
と
も
に
、
時
間
外
・
休
日

労
働
の
割
増
率
ア
ッ
プ
な
ど
を
訴
え
た
が
、

実
際
に
取
り
組
ん
だ
単
組
は
そ
う
多
く
は
な

か
っ
た
。
今
春
闘
の
中
間
ま
と
め
で
は
労
働

時
間
の
取
り
組
み
を
「
結
果
は
不
十
分
な
も

の
だ
っ
た
」
と
総
括
。
〇
八
年
春
闘
に
向
け

た
検
討
課
題
に
長
時
間
労
働
是
正
の
取
り
組

み
を
取
り
上
げ
、「
国
際
的
に
も
低
い
時
間
外

割
増
率
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
一
斉
に
要

求
・
交
渉
す
る
こ
と
も
含
め
検
討
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
」
と
訴
え
て
い
る
。

連
合
が
新
時
短
方
針
を
策
定

　

こ
う
し
た
動
向
を
踏
ま
え
、
連
合
は
昨
年

四
月
以
降
、
加
盟
産
別
と
の
意
見
交
換
を
重

ね
て
き
た
。
そ
し
て
、「
年
間
総
実
労
働
時
間

一
八
〇
〇
時
間
の
実
現
に
向
け
た
時
短
方

針
」
を
策
定
し
、
六
月
一
四
日
の
中
央
執
行

委
員
会
で
確
認
し
た
。
新
方
針
は
、
過
剰
な

仕
事
量
や
恒
常
的
な
長
時
間
労
働
が
「
多
く

の
組
合
員
が
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
増
大
さ
せ
、

健
康
不
安
を
募
ら
せ
て
お
り
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
面
の
不
調
を
抱
え
る
労
働
者
の
増
加
や

過
労
死
・
過
労
自
殺
、
重
大
事
故
等
も
社
会

問
題
化
し
て
い
る
」
な
ど
と
指
摘
。「
こ
う

し
た
事
態
に
対
し
、
労
組
と
し
て
の
対
策
が

不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
」
と
し

て
、「
労
働
時
間
の
改
善
は
労
組
に
と
っ
て
の

喫
緊
の
課
題
だ
」
と
主
張
し
て
い
る
。

　

目
標
は
、各
構
成
組
織
が「
一
日
七
・
五
時

間
×
二
四
〇
日
」
の
連
合
モ
デ
ル
を
参
考
に

一
八
〇
〇
時
間
を
め
ざ
す
時
短
目
標
と
指
針

を
策
定
。
連
合
は
毎
年
、
構
成
組
織
の
計
画

の
作
成
・
進
捗
状
況
を
と
り
ま
と
め
、
二
〇

一
二
年
年
度
末
に
総
括
と
方
針
の
見
直
し
を

行
う
こ
と
と
し
た
。
ま
た
今
回
は
、「
単
に
モ

デ
ル
だ
け
を
言
っ
て
い
て
も
始
ま
ら
な
い
の

で
、
最
低
到
達
目
標
を
設
定
し
て
運
動
と
し

て
展
開
し
て
い
く
」（
古
賀
伸
明
事
務
局
長
）

と
し
て
各
産
別
・
単
組
が
具
体
的
に
取
り
組

め
る
よ
う
工
夫
し
た
の
が
大
き
な
特
徴
だ
。

二
割
が
所
定
労
働
時
間
二
〇
〇
〇
時
間
超

　

連
合
組
合
員
の
所
定
労
働
時
間
を
調
べ
た

全
単
組
調
査
（
二
〇
〇
四
年
）
に
よ
る
と
、

年
間
の
所
定
労
働
時
間
が
二
〇
〇
〇
時
間
を

超
え
て
い
る
組
合
は
回
答
の
あ
っ
た
三
六
一

〇
単
組
の
約
二
割
。
二
一
〇
〇
時
間
以
上
と

す
る
組
合
も
一
％
弱
あ
っ
た
。
連
合
は
、
労

働
基
準
法
上
の
法
定
労
働
時
間
の
上
限
を
二

〇
八
〇
時
間
（
一
日
八
時
間
×
五
日
×
五
二

週
）
と
捉
え
て
い
る
が
、
そ
れ
を
超
え
て
働

い
て
い
る
人
が
組
合
員
レ
ベ
ル
で
も
存
在
す

る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
格
好
だ
（
図

表
１
）。

　

産
業
別
に
み
る
と
、
製
造
業
や
商
業
・
流

長
時
間
労
働
の
是
正
を
優
先
に

取
り
組
み
を
加
速

労働界の動向
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通
で
二
〇
〇
〇
時
間
以
上
の
単
組
が
一
割
強

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
交
通
・
運

輸
は
七
割
に
達
す
る
な
ど
バ
ラ
つ
き
が
大
き

い
。
ま
た
、
企
業
規
模
別
で
は
、
概
ね
規
模

が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
長
時
間
労
働
の
傾
向
に

あ
り
、
一
〇
〇
人
未
満
の
三
割
強
で
年
間
所

定
労
働
時
間
が
二
〇
〇
〇
時
間
以
上
と
な
っ

て
い
る
。

　

な
お
、
時
間
外
労
働
時
間
の
単
純
平
均
は

二
二
六
・
三
時
間
（
二
七
六
〇
組
合
）。
規

模
間
の
格
差
は
あ
ま
り
な
い
が
、
交
通
・
運

輸
の
三
〇
〇
人
未
満
が
三
六
三
・
五
時
間
と

際
立
っ
て
い
る
（
図
表
２
）。

時
短
に
積
極
的
に
な
れ
な
い
特
殊
事
情
も

　

こ
う
し
た
デ
ー
タ
の
背
景
に
は
、
業
種
や

規
模
に
よ
っ
て
は「
生
活
し
て
い
く
た
め
に
」

ど
う
し
て
も
時
短
に
積
極
的
に
な
れ
な
い
特

殊
事
情
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。
一
例
を
あ

げ
れ
ば
、
ト
ラ
ッ
ク
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
職

業
ド
ラ
イ
バ
ー
は
多
く
の
場
合
、
基
本
給
よ

り
歩
合
で
決
ま
る
諸
手
当
（
変
動
給
）
の
比

重
が
高
く
、
基
本
給
は
年
齢
で
あ
ま
り
上
が

ら
な
い
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
働
く
側
か
ら

す
れ
ば
、「
時
短
要
求
＝
自
ら
仕
事
を
削
っ
て

賃
下
げ
す
る
要
求
」
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

交
通
労
連
が
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
賃

金
や
労
働
条
件
を
調
べ
た
実
態
調
査
に
よ
る

と
、
路
線
乗
務
員
六
〇
一
五
人
（
平
均
年
齢

四
五
・
九
九
歳
、
勤
続
年
数
一
八
・
〇
一
年
）

の
一
カ
月
の
労
働
時
間
（
加
重
平
均
）
は
、

二
五
四
・
三
時
間
（
所
定
内
労
働
一
八
〇
・

八
五
時
間
、
所
定
外
労
働
七
三
・
四
五
時
間
）。

年
間
で
三
〇
〇
〇
時
間
を
超
え
る
「
超
・
長

時
間
労
働
」
だ
。
こ
の
対
価
と
な
る
賃
金
は

四
〇
万
二
四
五
七
円
で
、
う
ち
所
定
外
賃
金

が
一
二
万
五
一
六
〇
円
と
、
全
体
の
三
割
以

上
を
占
め
る
。

　

同
労
連
・
ト
ラ
ッ
ク
部
会
の
堀
江
信
行
事

務
局
長
は
、「
今
は
規
制
緩
和
に
伴
う
新
規
業

者
の
参
入
で
競
争
が
激
化
し
て
い
る
か
ら
、

会
社
に
ド
ラ
イ
バ
ー
を
増
や
す
余
力
は
な
く
、

退
職
し
た
補
充
も
な
い
場
合
が
多
い
。
一
方
、

労
働
者
側
も
収
受
運
賃
の
低
下
か
ら
賃
金
制

度
改
定
を
余
儀
な
く
受
け
入
れ
、
賃
金
総
額

が
削
減
さ
れ
た
分
、
長
時
間
労
働
で
賃
金
の

目
減
り
分
を
補
お
う
と
す
る
。
時
短
を
進
め

る
こ
と
で
労
使
双
方
が
困
る
こ
と
に
な
る
。

燃
料
価
格
の
高
騰
な
ど
輸
送
コ
ス
ト
の
増
加

分
を
す
べ
て
物
流
会
社
と
そ

こ
に
働
く
従
業
員
が
被
っ
て

い
る
。
こ
の
荷
主
・
荷
主
企

業
と
の
取
引
関
係
の
改
善
が

な
け
れ
ば
ド
ラ
イ
バ
ー
の
時

短
は
進
ま
な
い
」
と
内
情
を

打
ち
明
け
る
。

　

こ
の
た
め
、
同
部
会
で
は
、

時
短
を
中
・
長
期
的
な
課
題

と
位
置
づ
け
、「
〇
七
年
度
ま

で
に
対
前
年
比
一
〇
％
減
を

中
心
に
二
三
〇
〇
時
間
以
内
、

〇
八
年
度
ま
で
に
二
二
〇
〇

時
間
以
内
、
〇
九
年
度
ま
で

に
二
一
〇
〇
時
間
以
内
の
到

達
に
向
け
取
り
組
む
」
と
し

て
、
段
階
的
に
総
実
労
働
時

間
を
短
縮
す
る
中
期
方
針
を

掲
げ
て
い
る
。
た
だ
し
、
総

実
労
働
時
間
が
三
〇
〇
〇
時

間
を
超
え
て
い
る
単
組
に
対

し
て
は
、「
健
康
面
の
問
題
が

生
じ
て
く
る
か
ら
、
会
社
と

協
議
し
て
特
に
減
ら
す
努
力

を
す
る
よ
う
、
ク
ギ
を
刺
し
て
い
る
」
と
い

う
。

不
払
い
残
業
の
改
善
が
実
態
を
浮
き
彫
り
に

　

加
え
て
、
残
業
に
関
し
て
は
、
組
合
の
取

り
組
み
が
総
実
労
働
時
間
の
増
加
に
反
映
し

て
し
ま
う
側
面
も
あ
る
。
連
合
は
こ
こ
数
年
、

「
ま
ず
は
不
払
い
残
業
の
撲
滅
を
」
と
、
適

正
な
労
働
時
間
管
理
を
重
点
テ
ー
マ
に
掲
げ

て
き
た
。
行
政
も
不
払
い
残
業
対
策
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
〇
五
年
度
に
全
国
の
労
働
基

準
監
督
署
の
是
正
指
導
を
受
け
て
一
〇
〇
万

円
以
上
の
不
払
い
分
を
支
払
っ
た
企
業
は
過

去
最
多
の
一
五
二
四
社
を
記
録
し
た
。

　

連
合
の
「
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
目
を
向

け
る
と
、
〇
六
年
の
調
査
で
は
、
未
だ
組
合

員
の
三
人
に
一
人
が
不
払
い
残
業
を
し
て
い

る
も
の
の
、
不
払
い
残
業
を
し
て
い
る
組
合

員
の
比
率
は
回
を
経
る
毎
に
減
っ
て
い
る
。

改
善
の
動
き
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
の
は
明

ら
か
だ
。
労
組
が
労
働
協
約
の
点
検
活
動
な

ど
を
し
っ
か
り
や
っ
て
正
確
な
残
業
時
間
が

表
出
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
数
値
的
な
労
働
時

間
は
長
く
な
る
と
い
っ
た
皮
肉
な
結
果
に
な

る
。

　

一
方
、
連
合
の
登
録
組
合
を
対
象
と
す
る

「
二
〇
〇
六
年
度
労
働
時
間
に
関
す
る
調
査
」

結
果
を
眺
め
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
や
商
業
・
流

通
部
門
の
有
給
休
暇
の
取
得
率（
加
重
平
均
）

が
低
い
こ
と
に
気
付
く
。
特
に
、
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン

セ
ン
同
盟
の
流
通
お
よ
び
外
食
、
食
品
部
門
、

自
動
車
総
連
の
販
売
部
門
、
サ
ー
ビ
ス
・
流

通
連
合
な
ど
の
取
得
状
況
の
低
さ
が
目
を
引

く
。

組
合
員
に
焦
点
を
当
て
た
到
達
目
標
を

　

こ
う
見
て
い
く
と
、
当
た
り
前
の
話
だ
が

業
種
や
部
門
、
ひ
い
て
は
個
人
レ
ベ
ル
で
働

図表１　所定労働時間の実績

1800時間未満
1.7％

1800時間以上
23.3％

1900時間以上
55.3％

2000時間以上
18.8％

2100時間以上
0.9％

出所：連合・賃金労働時間等に関する全単組調査報告

組
合
数
・
無
回
答
除

平　

均　

値
・
時
間

加
重
平
均
値
・
時
間

０
４
年

平　

均　

値･

時
間

０
３
年

平　

均　

値･
時
間

０
２
年

平　

均　

値･

時
間

企
業
規
模
別

05 年計 2760 226.3 244.2 228.5 200.0 180.8
29 人以下 206 213.8 218.3 237.5 184.9 216.0
30-99 人 621 221.8 221.6 221.7 192.6 185.3
100-299 人 856 220.1 223.7 224.9 194.5 170.1
300-999 人 638 239.0 243.7 229.7 213.6 171.9
1000 人以上 439 232.1 246.4 236.4 207.0 187.1

産
業
別

300 人未満計 1683 220.0 223.2 225.7 192.5 182.5
製造業 1028 225.3 236.6 209.9 201.3 147.7
交通 ･運輸 123 363.5 365.8 422.1 351.7 306.8
商業 ･流通 371 169.0 179.9 173.1 134.7 68.6
その他の非製造業 161 193.7 190.8 218.4 191.3 208.8

出所：連合・賃金労働時間等に関する全単組調査報告

図表２　時間外労働時間（単純平均）
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き
方
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
残
業
ゼ
ロ
の
職
場
が
あ
る
傍
ら
で
、
過

労
死
レ
ベ
ル
の
長
時
間
労
働
を
強
い
ら
れ
て

い
る
職
場
も
あ
る
。
職
務
内
容
上
、
残
業
よ

り
有
給
休
暇
が
取
れ
な
い
こ
と
が
問
題
の
職

場
も
。
労
働
時
間
の
取
り
組
み
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
置
か
れ
た
立
場
が
あ
り
、
そ
れ
を
一
概

に
合
わ
せ
ろ
と
は
言
え
な
い
。
か
と
い
っ
て
、

お
題
目
だ
け
で
実
態
の
改
善
は
見
込
め
な
い
。

一
体
、
ど
う
す
れ
ば
行
動
が
実
を
結
ぶ
の
だ

ろ
う
。
そ
ん
な
疑
問
に
、
連
合
労
働
条
件
局

の
加
藤
久
美
子
次
長
は
こ
う
答
え
て
く
れ
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
は
、
連
合
が
（
一
八
〇
〇
時

間
の
）
大
き
な
旗
を
掲
げ
、
そ
れ
を
産
別
や

単
組
が
具
体
化
し
て
取
り
組
む
形
だ
っ
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
長
時
間
労
働
の
解
消
は
難
し

く
、
組
合
員
一
人
ひ
と
り
が
『
よ
し
、
や
ろ

う
』
と
思
う
よ
う
な
方
針
で
な
け
れ
ば
、
現

状
は
改
善
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
一
八
〇
〇

時
間
と
い
う
大
目
標
の
下
に
、
組
合
平
均
の

目
標
だ
け
で
な
く
組
合
員
個
人
に
焦
点
を
当

て
た
最
低
目
標
を
設
定
し
、
到
達
期
限
を
切

る
こ
と
に
し
た
」。

過
重
労
働
の
組
合
員
を
な
く
す
運
動
を

　

具
体
的
に
は
、
二
〇
一
〇
年
三
月
末
ま
で

の
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
の
最
低
到
達
目
標
と

し
て
、
①
年
間
所
定
労
働
時
間
二
〇
〇
〇
時

間
を
上
回
る
組
合
を
な
く
す
②
年
休
の
初
年

度
付
与
日
数
を
一
五
日
以
上
と
す
る
③
年
休

の
一
人
あ
た
り
の
平
均
取
得
日
数
一
〇
日
未

満
の
組
合
を
な
く
す
と
と
も
に
、
取
得
日
数

五
日
未
満
の
組
合
員
を
な
く
す
④
時
間
外
労

働
の
割
増
率
な
ど
が
法
定
割
増
率
と
同
水
準

に
と
ど
ま
る
組
合
を
な
く
す
⑤
全
組
合
員
の

時
間
外
労
働
を
月
四
五
時
間
以
下
に
抑
え
る

こ
と
を
基
本
に
、
少
な
く
と
も
一
カ
月
一
〇

〇
時
間
ま
た
は
二
カ
月
一
六
〇
時
間
を
超
え

る
過
重
労
働
を
根
絶
す
る―

―

こ
と
を
求
め

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
時
短
の
取
り
組
み
に
当
た
っ
て

は
、「
参
考
」
と
し
て
具
体
的
な
取
り
組
み
の

考
え
方
を
例
示
。
各
業
界
独
自
の
課
題
も
あ

る
た
め
、
部
門
別
連
絡
会
に
お
い
て
も
時
短

の
方
策
を
検
討
す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。

パ
ー
ト
労
働
者
の
待
遇
改
善
も
要
求

　

こ
の
他
、
方
針
は
パ
ー
ト
労
働
者
に
つ
い

て
も
言
及
し
て
い
る
。
雇
用
形
態
の
多
様
化

の
進
展
で
非
典
型
労
働
者
が
増
え
る
に
つ
れ

て
正
社
員
の
労
働
時
間
は
長
く
な
っ
た
が
、

非
典
型
労
働
者
も
そ
の
多
く
が
賃
金
な
ど
の

労
働
条
件
を
低
く
抑
え
ら
れ
、
不
安
定
な
働

き
方
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。「
今

ま
で
時
短
は
フ
ル
タ
イ
ム
の
議
論
だ
っ
た
が
、

組
合
員
に
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
人
も
増
え
つ

つ
あ
る
。
事
実
、
相
談
活
動
を
し
て
い
て
も
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
人
か
ら
『
休
暇
が
取
れ
な

い
』
な
ど
と
い
う
悩
み
が
寄
せ
ら
れ
た
り
、

そ
れ
以
前
に
有
給
休
暇
や
時
間
外
労
働
の
割

増
賃
金
な
ど
の
労
働
基
準
法
上
の
権
利
や
制

度
自
体
を
知
ら
な
い
人
の
相
談
も
少
な
く
な

い
。
そ
こ
で
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
」
と
、

加
藤
次
長
。
方
針
は
、
企
業
の
都
合
で
安
く

使
わ
れ
る
派
遣
や
パ
ー
ト
労
働
者
に
年
休
を

与
え
な
い
な
ど
の
法
律
違
反
を
な
く
す
こ
と

や
、
年
休
付
与
日
数
の
拡
大
、
各
種
休
暇
制

度
の
導
入
な
ど
は
「
す
べ
て
の
労
働
者
共
通

の
課
題
で
あ
り
、
推
進
が
必
要
だ
」
と
強
調

す
る
と
と
も
に
、「
パ
ー
ト
労
働
者
に
時
間
外

労
働
を
さ
せ
る
場
合
に
は
、
契
約
時
間
を
超

え
た
と
こ
ろ
か
ら
支
払
う
な
ど
の
基
準
の
引

き
上
げ
に
努
力
す
る
」
と
の
目
標
も
掲
げ
て

い
る
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
方
針
も
議
論

　

時
短
の
取
り
組
み
を
進
め
る
一
方
で
、
連

合
は
め
ざ
す
べ
き
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
考
え
方
の
議
論
も
し
始
め
た
。「
男

女
双
方
が
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
と
充
実
し

た
生
活
と
の
両
立
が
可
能
で
、
そ
れ
を
支
え

る
政
策
や
シ
ス
テ
ム
、
慣
行
が
構
築
さ
れ
て

い
る
社
会
」
を
「
め
ざ
す
べ
き
社
会
」
と
位

置
づ
け
た
う
え
で
、
目
標
と
す
る
社
会
の
実

現
に
向
け
た
直
面
す
る
課
題
を
あ
げ
て
い
る
。

　

長
時
間
労
働
が
恒
常
化
し
、
家
族
的
責
任

や
地
域
参
加
の
責
任
が
担
え
な
い
男
性
正
社

員
の
働
き
方
の
見
直
し
の
必
要
性
を
指
摘
。

そ
の
た
め
に
、
時
間
外
割
増
率
の
引
き
上
げ

や
短
時
間
勤
務
制
度
の
拡
大
、
配
偶
者
控
除

の
「
被
扶
養
者
控
除
」
へ
の
統
合
、
働
き
方

に
中
立
的
な
税
・
社
会
保
険
制
度
の
確
立
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
複
数
の
政
策
パ

ッ
ケ
ー
ジ
の
推
進
を
訴
え
て
い
る
。
素
案
は

産
別
内
で
の
議
論
を
重
ね
、
八
月
の
中
央
執

行
委
員
会
で
確
認
す
る
予
定
だ
。

Ｊ
Ｓ
Ｄ
も
労
働
時
間
指
針
を
提
起

　

こ
う
し
た
連
合
の
考
え
を
受
け
、
各
産
別

も
定
期
大
会
で
産
業
等
の
事
情
を
踏
ま
え
た

方
針
を
具
体
化
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
の

大
店
法
廃
止
以
降
、
売
り
上
げ
の
確
保
や
消

費
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
か
ら
、
デ
パ
ー
ト
や

ス
ー
パ
ー
で
は
、
定
休
日
の
削
減
や
営
業
時

間
の
延
長
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。「
米

国
に
比
べ
半
分
と
も
言
わ
れ
る
流
通
業
の
労

働
生
産
性
の
向
上
が
喫
緊
の
課
題
」（
桜
田
高

明
会
長
）
と
な
る
一
方
で
、
所
定
労
働
時
間

自
体
が
国
の
平
均
や
連
合
主
要
組
合
に
比
べ

て
長
く
、
有
給
休
暇
の
取
得
日
数
も
年
に
五
、

六
日
と
か
な
り
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
（
図
表
３
）。

　

こ
う
し
た
悩
み
を
抱
え
る
サ
ー
ビ
ス
・
流

図表３　所定労働時間の推移（一般比較）

出所：ＪＳＤ労働時間取り組み指針
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通
連
合
（
Ｊ
Ｓ
Ｄ
）
は
定
期
大
会
で
「
今
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
手
遅
れ
に
な
っ
て
し
ま
う

と
い
っ
た
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
、
労
働
時

間
に
対
し
て
改
め
て
正
面
か
ら
向
き
合
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
て
い
る
」
と
し

て
、
二
二
項
目
の
「
労
働
時
間
取
り
組
み
指

針
」
を
ま
と
め
た
。

　

指
針
は
、
経
営
者
や
管
理
・
監
督
者
、
労

働
者
個
々
人
の
意
識
改
革
と
職
場
風
土
の
改

善
を
主
張
。
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
と
さ
れ
て

い
た
「
長
時
間

職
場
に
い
る
こ

と
＝
仕
事
が
で

き
る
」
と
い
っ

た
固
定
観
念
や
、

「
有
給
休
暇
や

短
時
間
勤
務
の

取
得
は
あ
り
得

な
い
」
と
の
意

識
を
払
拭
し
、

心
身
の
健
康
や

生
活
時
間
に
配

慮
し
た
考
え
方

を
企
業
と
し
て

根
付
か
せ
る
こ

と
を
求
め
て
い

る
。

　

具
体
的
に
は
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

単
位
で
出
退
勤

や
休
日
取
得
、

時
間
外
労
働
な

ど
の
就
労
管
理

を
徹
底
。
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス

や
心
身
の
健
康

を
守
る
視
点
も

交
え
た
管
理
者

項　　目 電機連合平均値
（2005 年度実態） 2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度

総実労働時間 2062.9 時間 2005 時間 1967 時間 1929 時間 1907 時間 1884 時間
時間外労働時間 289.4 時間 240 時間 210 時間 180 時間 165 時間 150 時間

年休等取得時間 115.5 間
(14.9 日 )

124 時間
(16 日 )

132 時間
(17 日 )

140 時間
(18 日 )

147 時間
(19 日 )

155 時間
(20 日 )

※　電機連合平均値は、2006 年度「労働時間関係調査結果」
※　水準は電機連合平均の数値
出所：電機連合　第 55回定期大会総合資料（その２）

図表４　電機連合到達目標水準

教
育
を
実
施
す
る
。
不
払
い
残
業
の
根
絶
も

不
可
避
だ
と
し
て
、
不
払
い
残
業
を
行
わ
せ

た
上
司
へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
や
、
故
意
に
就

労
管
理
を
逸
脱
し
た
部
下
へ
の
対
応
を
規
定

す
る
な
ど
の
取
り
組
み
も
進
め
る
。

仕
事
の
進
め
方
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
し

　

仕
事
の
進
め
方
も
、
従
来
の
慣
習
や
資
料

を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
し
、
業
務
効
率
化
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
提
案
。
労
働
集
約
型
産

業
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
る
「
要
員
確

保
」
に
つ
い
て
も
、
正
社
員
だ
け
に
業
務
が

集
中
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
パ
ー
ト
労
働

者
な
ど
と
の
役
割
分
担
の
再
整
理
を
行
い
、

限
ら
れ
た
要
員
で
生
産
性
を
高
め
る
必
要
性

を
指
摘
し
た
。「
会
社
が
策
定
す
る
営
業
計

画
に
対
し
、
要
員
数
や
勤
務
方
法
の
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
て
い
る
か
否
か
を
労
組
が
チ
ェ
ッ

ク
す
べ
き
だ
」
と
し
て
い
る
。

　

所
定
休
日
日
数
は「
年
間
一
〇
四
日
以
上
」

と
「
年
次
有
給
休
暇
一
人
平
均
五
日
以
上
」

の
取
得
を
産
別
ミ
ニ
マ
ム
基
準
と
し
て
、
〇

八
年
度
の
通
年
交
渉
の
中
で
協
定
化
を
進
め

る
。
さ
ら
に
、
半
期
に
一
週
間
〜
一
〇
日
程

度
の
所
定
休
日
と
年
次
休
暇
を
合
わ
せ
た
長

期
連
休
制
度
を
策
定
し
て
、
そ
の
完
全
取
得

を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
未
取
得
と
な
っ
た
年

休
の
ス
ト
ッ
ク
制
度
の
導
入
も
提
案
し
て
い

る
。

　

時
間
外
労
働
の
項
目
で
は
、
連
合
の
生
活

ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
時
間
外
割
増
率
が
高
い
組

織
は
、
時
間
外
労
働
の
時
間
数
が
相
対
的
に

少
な
い
」
と
い
っ
た
デ
ー
タ
が
あ
る
こ
と
を

示
し
た
上
で
、「
時
間
外
三
〇
％
以
上
、
休
日

四
〇
％
以
上
、
深
夜
三
〇
％
以
上
」
の
割
増

率
を
最
低
到
達
目
標
と
し
た
。
年
間
三
六
〇

時
間
以
上
の
時
間
外
労
働
を
行
う
組
合
員
を

な
く
す
こ
と
も
掲
げ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
目
的
別
休
暇
制
度
の
導
入
も

提
案
。
年
給
取
得
が
進
ま
な
い
実
態
の
打
開

に
向
け
、「
バ
ー
ス
デ
ー
休
暇
」「
ア
ニ
バ
ー

サ
リ
ー
休
暇
」「
ス
ク
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
休
暇
」

な
ど
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を
例
示
し
て
、

目
的
別
休
暇
制
度
の
検
討
を
促
し
て
い
る
。

電
機
連
合
も
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

　

ま
た
、
電
機
連
合
も
七
月
初
め
の
大
会
で

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
実
現
へ
の

五
カ
年
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
提
起
し
た
。
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
「
既
婚
・
独
身

や
性
別
、
年
齢
、
組
合
員
で
あ
る
な
し
に
関

わ
ら
ず
全
て
の
働
く
人
に
関
わ
る
も
の
で
、

育
児
・
介
護
等
と
仕
事
の
両
立
だ
け
で
な
く
、

家
庭
生
活
全
般
や
自
己
実
現
、
地
域
活
動
も

含
め
た
生
活
全
般
と
仕
事
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
る
こ
と
」
と
定
義
付
け
、
そ
の
実
現
に

向
け
た
道
筋
を
ま
と
め
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
電
機
連
合
は
、
〇
六
年
年
一
月

の
中
央
委
員
会
で
、「
一
日
、
一
週
、
一
年
、

一
生
涯
の
そ
れ
ぞ
れ
に
充
実
し
た
時
間
の
サ

イ
ク
ル
の
あ
る
生
活
目
標
を
提
起
し
た
「
第

三
次
労
働
時
間
政
策
」
を
確
認
し
、
こ
れ
を

ベ
ー
ス
に
、
労
働
時
間
以
外
の
観
点
も
取
り

入
れ
て
「
二
一

世
紀
生
活
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
策
定

し
て
い
る
。
五

カ
年
計
画
は
こ

の
ア
ク
シ
ョ

ン
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
な
る
も
の
。

〇
七
〜
一
一
年

度
ま
で
の
五
カ

年
に
取
り
組
む

各
種
制
度
の
整

備
や
制
度
を
利

用
し
や
す
い
職
場
風
土
の
醸
成
な
ど
の
課
題

を
打
ち
出
し
た
。

一
一
年
度
末
ま
で
に
一
八
〇
〇
時
間
台
に

　

時
短
関
連
で
は
、
総
実
労
働
時
間
短
縮
に

向
け
た
「
到
達
目
標
水
準
」
を
設
定
し
て
い

る
。
同
連
合
の
「
労
働
時
間
関
係
調
査
結
果

（
二
〇
〇
六
年
度
）」
に
よ
れ
ば
、
〇
五
年

度
の
総
実
労
働
時
間
は
組
合
員
平
均
で
二
〇

六
二
・
九
時
間
、
時
間
外
労
働
は
二
八
九
・

四
時
間
、
年
休
は
一
四
・
九
日
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
段
階
的
に
改
善
さ
せ
、
最
終
年

度
に
は
時
間
外
一
五
〇
時
間
以
下
、
休
日
取

得
二
〇
日
以
上
を
達
成
す
る
な
ど
し
て
、
総

実
労
働
時
間
一
八
〇
〇
時
間
台
の
実
現
を
め

ざ
し
て
い
く
（
図
表
４
）。

　

ま
た
、
産
業
横
断
的
に
制
度
整
備
が
必
要

な
項
目
に
つ
い
て
は
、「
電
機
連
合
統
一
闘
争

課
題
」
と
位
置
付
け
、
各
項
目
に
優
先
順
位

を
付
け
て
、
達
成
時
期
を
示
し
た
。
ま
ず
、

遅
く
と
も
二
〇
〇
九
年
度
ま
で
に
全
加
盟
組

合
が
実
現
す
る
「
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
Ｍ
」
と
し
て
、

年
間
所
定
労
働
時
間
一
八
〇
〇
時
間
台
の
達

成
な
ど
を
提
起
。
早
急
に
実
現
す
べ
き
「
Ｓ

ｔ
ｅ
ｐ
１
」
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
や

社
会
・
地
域
貢
献
の
た
め
の
短
時
間
勤
務
制

度
の
整
備
な
ど
を
取
り
上
げ
、
〇
八
年
度
か

ら
取
り
組
み
を
開
始
す
る
。
要
求
に
あ
た
っ

て
具
体
的
な
検
討
が
必
要
な
「
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ

２
」
は
、
連
続
休
暇
の
制
度
化
や
子
供
・
家

族
介
護
休
暇
の
拡
充
な
ど
を
〇
九
年
度
か
ら

の
課
題
と
し
、
実
現
に
向
け
た
研
究
を
要
す

る
「
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
３
」
で
は
、
配
偶
者
の
転
勤

や
キ
ャ
リ
ア
開
発
、
社
会
・
地
域
貢
献
者
の

再
雇
用
制
度
の
整
備
を
検
討
す
る
。

（
調
査
・
解
析
部　

新
井
栄
三
）
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ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、

経
済
界
が
一
歩
先
ん
じ
て
、
提
言
等
を
発
表

し
て
い
る
。
経
済
同
友
会
が
ま
ず
、
〇
六
年

一
〇
月
に
「
生
涯
に
わ
た
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
を
提
唱
す
る
提
言
を
発
表
。

日
本
経
団
連
も
昨
年
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
「
行
動
指
針
」
を
ま
と

め
て
い
る
。
そ
こ
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、

女
性
、
高
齢
者
な
ど
を
含
め
た
「
多
様
な
人

材
活
用
」（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）
は
、
企
業
の

長
期
戦
略
に
組
み
込
ま
れ
る
必
要
が
あ
り
、

結
果
と
し
て
、
経
済
社
会
全
体
に
活
力
を
も

た
ら
す
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
労
働
界
で

は
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
第
一
歩

を
「
長
時
間
労
働
の
是
正
」
に
求
め
る
一
方
、

経
済
界
は「
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
の
実
現
」

を
目
標
に
掲
げ
る
な
ど
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

に
つ
い
て
は
、
労
使
で
相
違
点
が
目
立
つ
。

日
本
経
団
連
の
基
本
的
な
考
え
方

　

日
本
経
団
連
は
昨
年
五
月
発
表
し
た
「
産

業
界
・
企
業
に
お
け
る
少
子
化
対
策
の
基
本

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
の
な
か
で
、
経

営
側
の
ス
タ
ン
ス
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

そ
の
柱
は
、「
働
き
方
の
再
考―

多
様
な
働

き
方
の
整
備
」
と
「
両
立
支
援
を
促
進
す
る

職
場
風
土
の
醸
成
」―
の
二
本
。
働
き
方
再

考
の
内
容
と
し
て
は
、「
性
別
・
年
齢
・
国
籍

を
問
わ
ず
、
多
様
な
人
材
の
能
力
発
揮
を
促

進
す
る
こ
と
」
を
前
提
に
、
企
業
の
実
情
に

応
じ
た
、
労
働
時
間
、
就
労
場
所
、
休
暇
な

ど
に
つ
い
て
、
多
様
な
働
き
方
の
選
択
肢
を

整
備
、
提
供
す
る
よ
う
を
要
請
し
て
い
る
。

ま
た
、
男
性
と
く
に
子
育
て
世
代
の
働
き
方

の
再
考
が
必
要
だ
と
し
た
う
え
で
、
働
き
方

の
自
由
度
を
高
め
る
た
め
の
労
働
法
制
の
規

制
改
革
の
推
進
を
要
望
し
て
い
る
。

　

一
方
、
両
立
支
援
を
促
進
す
る
職
場
風
土

の
醸
成
に
向
け
て
は
、
経
営
ト
ッ
プ
が
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
経
営
上
の
基
本

方
針
の
一
つ
に
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

「
経
労
委
報
告
」
で
の
主
張

　

こ
う
し
た
考
え
方
は
、
昨
年
一
二
月
に
発

表
し
た
〇
七
春
季
交
渉
に
向
け
た
経
営
側
の

指
針
と
な
る
「
〇
七
年
版
経
営
労
働
政
策
委

員
会
報
告(

経
労
委
報
告)

」
に
も
反
映
さ

れ
た
。
序
文
の
な
か
で
御
手
洗
富
士
夫
会
長

は
、「
少
子
化
・
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
わ
れ

わ
れ
は
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実

現
に
も
挑
戦
す
べ
き
と
考
え
る
」
と
呼
び
か

け
、
目
標
は
「
多
様
か
つ
柔
軟
な
働
き
方
の

実
現
に
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

　

競
争
力
強
化
に
向
け
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
同
報
告
で
は
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
原
動
力
は
、「
人
材
の

力
」
で
あ
る
と
し
、
そ
の
た
め
に
は
、「
従
業

員
個
々
人
が
仕
事
の
や
り
が
い
、
生
き
が
い

を
実
感
で
き
る
よ
う
、
個
々
の
生
活
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
働
き
方
が
必
要
と
な
る
」
と
主
張
。

企
業
と
従
業
員
双
方
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す

「
新
た
な
働
き
方
の
推
進
」
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
の

実
践
を
提
唱
し
て
い
る
。

　

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、「
単
な
る
労
働
時

間
の
短
縮
や
休
暇
取
得
に
関
す
る
こ
と
で
は

な
く
、
企
業
労
使
の
新
た
な
自
律
的
な
働
き

方
へ
の
挑
戦
」
で
あ
る
と
、
労
働
側
の
主
張

を
け
ん
制
。
主
目
的
は
、
急
速
に
進
行
し
つ

つ
あ
る
少
子
化
お
よ
び
高
齢
化
に
企
業
が
対

応
す
る
た
め
と
し
、
そ
の
推
進
に
向
け
て
は
、

「
短
時
間
勤
務
、
裁
量
労
働
、
在
宅
勤
務
な

ど
の
労
働
時
間
や
就
労
場
所
に
つ
い
て
、
多

様
か
つ
柔
軟
な
働
き
方
を
可
能
と
す
る
選
択

肢
」
に
つ
い
て
労
使
で
議
論
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

推
進
に
向
け
た
一
〇
項
目
の
行
動
指
針

　

日
本
経
団
連
で
は
そ
の
後
、
こ
う
し
た
考

え
方
を
ベ
ー
ス
に
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ･

バ

ラ
ン
ス
推
進
の
行
動
指
針
と
し
て
以
下
の
一

〇
項
目
を
取
り
ま
と
め
た
。

　

①
経
営
ト
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発

揮
＝
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
よ
る

新
し
い
働
き
方
の
創
造
を
将
来
へ
の「
投
資
」

と
し
て
認
識
し
、
経
営
ト
ッ
プ
が
率
先
垂
範

し
て
、
社
内
の
旗
振
り
役
を
務
め
る
。

　

②
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
働
き
方
の
実
現
＝
仕

事
の
進
め
方
や
配
分
を
見
直
す
と
と
も
に
、

人
事
考
課
・
評
価
に
お
い
て
、
効
率
的
な
時

間
管
理
、
仕
事
の
効
率
化
に
対
す
る
取
り
組

み
を
従
来
以
上
に
重
視
す
る
。

　

③
職
場
の
意
識
醸
成
を
図
る
た
め
の
幅
広

い
運
動
の
展
開
＝
制
度
の
整
備
や
活
用
へ
の

取
り
組
み
に
加
え
、
人
事
考
課
・
評
価
の
見

直
し
、
労
働
時
間
短
縮
、
年
休
取
得
に
つ
い

て
、
各
社
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
応
じ
て
、

取
り
組
む
。
た
と
え
ば
、
時
間
外
労
働
を
削

減
す
る
業
務
改
善
の
実
施
、
時
間
外
労
働
の

実
施
に
関
す
る
自
主
目
標
の
設
定
な
ど
に
よ

り
、
長
時
間
労
働
と
な
ら
な
い
工
夫
を
各
社

が
実
情
に
応
じ
実
施
。

　

④
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職
に
対
す
る
教
育
＝
各

職
場
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職
に
対
し
て
、
効
率

的
な
時
間
管
理
、
職
場
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
円
滑
化
、
生
産
性
向
上
な
ど
に
関
す

る
教
育
を
積
極
的
に
行
う
。

　

⑤
主
体
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
環
境
整
備

＝
従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
働
き
方
を

自
律
的
に
考
え
る
こ
と
が
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
践
に
は
必
要
。
各
職
場

に
お
い
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職
と
従
業
員
が

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は

多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
か
ら

経済界の動向
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仕
事
の
進
め
方
や
配
分
、
従
業
員
の
能
力
や

適
性
、
意
欲
に
応
じ
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
あ

り
方
を
十
分
話
し
合
い
、
従
業
員
が
主
体
的

に
キ
ャ
リ
ア
形
成
で
き
る
環
境
を
整
え
る
。

　

⑥
女
性
の
就
労
継
続
支
援
と
再
雇
用
の
推

進
＝
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
出
産
・
育
児
期
間

中
の
従
業
員
に
対
す
る
業
務
知
識
の
情
報
提

供
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
働
く
場
所
の
多
様

化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
出
産
・
育
児
に

伴
う
退
職
者
の
再
雇
用
や
中
途
採
用
、
通
年

採
用
に
取
り
組
む
。

　

⑦
次
世
代
法
の
行
動
計
画
に
お
け
る
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
活
用
＝
経
営
計
画
の
中
に
、

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
の
行
動
計
画

を
明
確
に
位
置
付
け
た
上
で
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
通
じ
て
、
柔
軟
か
つ
多
様
な
働
き

方
に
資
す
る
施
策
を
継
続
的
に
改
善
・
見
直

す
。

　

⑧
社
会
全
体
に
対
す
る
積
極
的
な
ア
ピ
ー

ル
＝
「
く
る
み
ん
マ
ー
ク
」
の
認
定
を
積
極

的
に
受
け
る
と
と
も
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ

レ
ン
ド
リ
ー
企
業
の
受
賞
な
ど
を
目
指
す
。

ま
た
、
具
体
的
な
取
組
み
事
例
を
、
自
社
の

Ｈ
Ｐ
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書
、
両
立
支
援
の
関
連

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
積
極
的
に
提
供
す
る
。

　

⑨
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
取
り
組
み
＝
各

職
場
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職
に
対
し
て
、
効
率

的
な
時
間
管
理
、
職
場
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
円
滑
化
、
生
産
性
向
上
な
ど
に
関
す

る
教
育
を
積
極
的
に
行
う
。

　

⑩
企
業
間
の
連
携
の
推
進
＝
一
企
業
の
取

り
組
み
だ
け
で
な
く
、
関
連
す
る
企
業
グ
ル

ー
プ
、
地
域
の
活
動
と
も
連
携
し
た
、
幅
広

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
活
動
を
展
開
す

る
。
た
と
え
ば
、
各
地
域
で
実
施
さ
れ
る
、

企
業
横
断
的
な
子
育
て
支
援
活
動
へ
の
協
賛
、

「
家
族
の
日
」
の
制
定
な
ど
国
民
運
動
と
連

携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

一
方
、
行
政
へ
の
要
望
と
し
て
、「
企
業
規

模
、
業
種
・
業
態
の
特
性
に
応
じ
て
、
各
企

業
労
使
の
主
体
的
な
取
り
組
み
が
基
本
で
、

し
た
が
っ
て
法
律
等
に
よ
る
規
制
的
な
手
法

に
よ
っ
て
、
一
律
の
措
置
を
義
務
付
け
る
べ

き
で
は
な
い
」
と
し
て
お
り
、
政
府
は
あ
く

ま
で
も
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推

進
に
関
す
る
主
体
的
な
取
り
組
み
を
応
援
す

る
環
境
整
備
を
担
う
べ
き
だ
と
ク
ギ
を
さ
す
。

生
涯
に
わ
た
る
バ
ラ
ン
ス
を

　
「
活
力
あ
る
高
齢
社
会―

生
涯
に
わ
た
る

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」
と
題
す
る
経
済

同
友
会
の
提
言
（
〇
六
年
一
〇
月
）
で
は
、

生
涯
に
わ
た
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
が
、
社
会
シ
ス
テ
ム
と
し
て
定
着
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、「
活
力
あ
る
高
齢
社
会
が
構
築

さ
れ
る
」
と
主
張
す
る
。
企
業
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、
ま
ず
多
様
な
就
労
形
態
に
対
応

し
た
人
事
制
度
を
つ
く
り
、
そ
れ
に
対
応
し

た
評
価
制
度
の
整
備
を
行
う
べ
き
で
、
そ
の

上
で
長
時
間
労
働
を
是
正
す
べ
き
で
あ
る
と

す
る
。
今
年
二
月
の
記
者
会
見
で
北
城
恪
太

郎
・
前
代
表
幹
事
は
、「
働
く
側
が
自
ら
の
判

断
に
基
づ
く
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
働
き
方
が

で
き
る
雇
用
の
場
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
、
家
庭
生
活
に
時
間
を
使
い
た
い
と

い
う
時
に
、
家
庭
に
戻
る
こ
と
が
で
き
な
い

よ
う
な
仕
事
の
仕
方
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

い
う
の
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

が
取
れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
長
時
間
労
働

も
含
め
、
個
人
が
自
ら
必
要
だ
と
思
う
判
断

が
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ
と

が
大
事
だ
」
と
の
考
え
を
表
明
し
て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部
主
任
調
査
員　

荻
野
登
）
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